
 

 

「横浜みどりアップ計画」地域緑のまちづくり 

 

 

 

 

鴨居・白山一丁目地区 地域緑化計画書 
 

計画名：Green For You Plan 

～４Ｕ（緑と仲間と憩と自然の恵みを増やします）～ 

推進団体名：ローヤルシティ鴨居 みどりアップ委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地域緑化計画書は、公開します。 



 

 

 

地区の範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

計画期間 平成２８年度 ～ 平成３０年度 

計画概要 

【そよ風の街 ４Ｕで清潔で会話の多いまちづくり】 
「そよ風の街」は、緑豊かで穏やかな風が流れる、人に優しい街でありたいと

いう願いを込めて名付けました。４Ｕ（フォーユー）には「あなたのために」と
「４つのアップ（Ｕｐ）」の意味があります。『緑と花を増やす』、『仲間を増やす』、
『憩いの場を増やす』、『自然の恵みを増やす』をテーマとして緑化活動をしてい
くことで、緑と花にあふれる街、ごみの無い清潔な街、会話の多い街にしていき
ます。 
『緑と花を増やす』活動は、隣接する３つのマンションの公開空地に、中高木

や低木の補植、地被植物や花の植栽で緑を増やしたり、花壇を設置し住民が草花
と接する環境を作る活動です。また各マンションで独自に「マンションの花」、「マ
ンションの木」を定めて敷地内で育て、「マンションの花」を地域に配布すること
や鶴見川沿いに植樹する活動も行います。 
『仲間を増やす』活動は、講習会の開催や、保育園児の体験学習を通じてマン

ション内、マンション間、地域にある保育園や企業とのコミュニケーションを活
発化させる活動です。 
『憩いの場を増やす』活動は、マンションの公開空地にちょっと一休みして、

「花や緑を楽しむ場所」を提供する活動です。 
『自然の恵みを増やす』活動は、地域の清掃によって集めた枯れ葉や雑草で堆

肥を作り、土づくりに活かす活動です。 

立地環境 

計画対象範囲は、北に鶴見川、東に鴨居川、南にＪＲ横浜線が通る２０年前に
マンションの建設と同時に居住区域として整備された、川と線路に囲まれた区域
です。川沿いということもあり、非常に強い風が吹きます。鴨居駅北口から鶴見
川の土手を通り、ＪＲ横浜線が通る猿山橋梁をくぐり白山ハイテクパークに至る
白山プロムナードが地域内を貫いています。ＪＲ沿いの道路は、白山方面から鴨
居駅に至る通勤・通学路になっています。鶴見川の土手は散策やジョギングを楽
しむ人が多いところです。鴨居北橋に隣接する保育園の園児たちの声が絶えない
街です。マンションはローヤルシティ鴨居五番館、六番館、七番館の３棟で、総
戸数３６６戸です。 
各マンションの公開空地の植栽はプラタナスやツツジで統一感を演出していま

すが、強風で失われた高木や、経年で傷んでいる箇所も多く存在します。白山プ
ロムナードの緑も鶴見川の土手を降りて猿山橋梁に至る箇所が途切れています。
鶴見川沿いの道路は未舗装である為、夏になると雑草が生い茂り、歩くこともま
まならない状態になります。ＪＲ沿いの道路と猿山橋梁は植栽帯にごみが散乱し
ています。３つのマンションは鴨居と白山に町が分かれているためか、マンショ
ン間の交流が少ないことも課題の一つです。 

計画の効果 

ＪＲ沿いの道路に並行して存在する各マンションの公開空地の植栽を増やし、
良好に維持して景観を保つこと、緑化活動を通じてマンション間、地域内のコミ
ュニケーションを活性化させること、並びに鶴見川沿いの未舗装道路を、園児が
安心して散歩できるように良好に維持していくことができます。 
・緑豊かで四季折々の花が咲く街並みは通勤通学、買い物、散策する人、そよ風
の街に住む人、訪れる人の目を楽しませます。 

・植栽が常時整備された清潔感のある街並みは犯罪の抑止やごみの放置、タバコ
の吸殻のポイ捨ての抑止力になります。 

・緑化活動は閉鎖的になりがちな、マンション内、マンション間の交流を生み、
地域のコミュニケーションの活性化につながります。 

・地域住民と保育園児の交流は世代を超えたコミュニケーションが生まれます。 
・ちょっと一休みの場所を提供することは、お年寄りに安心感を与えるとともに
「きれいな花ね」、から会話が生まれます。 

・堆肥を作ることは、自然の恵みを学び、環境に優しい心を育むことにつながり

ます。 

 

 

（Ａ４） 



 

計画期間中の 

仲間づくり・資金 

自己負担金はマンションの植栽保守費を削減することで捻出します。低木の剪
定や除草を造園会社などに業務委託している部分を、住民が自ら実施することで
植栽保守費の削減が可能になり、活動費などに充てます。六番館では昨年度より
実施しています。それを五番館、七番館にも提案していきます。 
ローヤルシティ鴨居六番館の委員を中心に活動を開始し、隣接する五番館、七

番館に活動を広げていきます。保育園の園児に緑化活動の経験を通じて、園児の
保護者にも関心をもってもらうように努めます。「自分たちで出来ることは自分た
ちでやる」ことを原則とし、マンションの垣根を越えて一緒に活動することで、
マンション間のつながりが生まれます。 
また、公園愛護会やハマロードサポーター等の制度を活用することで植栽維持

管理等に関する技術的な知識、能力を向上していきます。 

計画期間終了後の 

仲間づくり・資金 

計画期間終了後の委員会活動費や維持費は、植栽保守の業務委託費を削減して
得た資金を継続して充てます。ハマロードサポーターや公園愛護会の活動も継続
して行っていきます。 
鴨居駅北口から白山ハイテクパークに至る近隣マンションに広報紙を配布す

ること、毎月行われている緑区マンション交流会、連合自治会の会長会で活動内
容を報告をすることで地域全体に活動を広げていきます。白山ハイテクパークに
入居する企業にも広報紙の配布や、緑化活動への参加を働きかけ、地域住民と企
業が一体となり白山プロムナードを中心とした地域の緑化を実施していきます。 
講習会は委員が講師を務めることで経費を抑え、花代などの実費程度の参加費

で運営していきます。自ら育てたマンションの花や木の苗木の配布、鉢植えの配
布は地域に活動を広めるための手段として続け賛同者を増やしていきます。講習
会や苗木の配布などのイベントは白山地区センターを利用して実施していきま
す。 

 

創意工夫 

 緑や花を増やし、企業や保育園と住民との交流を育み、公園・道路・マンショ
ンの植栽が四季を通じて彩りを与えてくれる一体感のある地域づくりをします。
企業、保育園、マンション間の交流で様々な分野で情報交換を行い、地域防災な
どにも活動を広げていきます。 
そよ風の街と緑のまちづくりに相応しい、風と４つの活動をモチーフとしたオ

リジナルのプランターボックスを作成し、宿根草を植え、保育園や企業の軒先、
各マンションの公開空地やエントランスなどに設置します。 
各マンションで複数の「マンションの花」「マンションの木」若しくは両方を定

めてもらい、公開空地に植樹、展示（プランターボックスなど）を行います。そ
の活動によりマンション間の緑化に対する競争意識が生まれ、緑の質が向上する
とともに、景観の変化、四季の変化をもたらします。「六番館の花」はアジサイ、  
「六番館の木」はカイヅカイブキと暫定的に定めていますが、今後居住者の投票
により選定するなど、居住者の参加意識を高めていきます。 
保育園児と地域住民との交流を通じて地域全体の良好なコミュニティを形成し

ます。園児には草花を大切にする意識の芽生えや地域に愛着を持つことが期待で
きます。 

 

（Ａ４） 
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計画年次 計 画 内 容 

１年度目 

（平成 28

度） 

≪≫内の数字は緑化計画図の番号を示しています。 
【地域緑化活動】 
・倉庫改造、堆肥置場の設置（２基）（六番館） 
・広報活動：広報紙の配布 
・講習会：寄せ植え講習会（１回）（成果を展示）≪９≫ 

・備品等：花苗、肥料、用具等の購入 

２年度目 

（平成 29

年度） 

【民有地緑化】 
・六番館公開空地の緑化整備①：公開空地に高木の植樹（２カ所）≪２≫ 
・六番館公開空地の緑化整備②：一部を憩の場としての植栽に変更（２カ所）≪３≫、中
木の補植≪４≫、擁壁緑化≪５≫ 

・六番館敷地内の緑化整備①：エントランス周辺に花壇を設置≪７≫ 
・六番館敷地内の緑化整備②：エントランス前の階段上に寄せ植え大鉢の設置≪１７≫ 
・プランターボックスの作成と配置（保育園、六番館）≪１≫ 
【地域緑化活動】 
・広報活動：広報紙の配布（白山連合自治会、緑区マンション交流会） 
・講習会：寄せ植え講習会（２回） 
・備品等：花苗、肥料、用具等の購入 

３年度目 

（平成 30

年度） 

【民有地緑化】 
・六番館公開空地の緑化整備①：南側公開空地に花を植樹（土壌改良）（２か所）≪１０≫
フェンス緑化≪６≫、東側緑化（アジサイ）≪８≫ 

・七番館公開空地の緑化整備①：公開空地に低木の植樹（２カ所）≪１１≫、公開空地に
高木の植樹（２カ所）≪２≫、 

・五番館公開空地の緑化整備①：公開空地に高木の植樹（２カ所）≪１２≫、低木の植樹
（1か所）≪１１≫ 

・プランターボックスの作成と配置（五番館、七番館）≪１≫ 
【地域緑化活動】 
・広報活動：広報紙の配布（白山プロムナード沿道のマンション、ハイテクパーク企業） 
・講習会：寄せ植え講習（２回） 
・備品等：花苗、肥料、用具等の購入 
・用具倉庫（五番館） 
 

計画期間 

終了後 

・公開空地の維持管理は各マンションの管理組合等が行います。鶴見川沿いの道路、猿山
橋梁はハマロードサポーターとして美化活動を継続し、白山一丁目公園も愛護会活動と
して継続します。（鶴見川沿いの道路（鴨居７４号線）≪１３≫、猿山橋梁≪１４≫、白
山一丁目公園の植樹≪１５≫） 

・講習会の講師は委員会の委員が務めることとし、年２回程度開催していきます。地域に
広げる為、白山地区センター等を会場とします。 

・広報紙でそよ風の街以外のマンションにも「マンションの花」、「マンションの木」の制
定を呼び掛け、各マンションの景観に特徴を出してもらうように働きかけます。 

 
この活動を近隣のマンションに広げ、将来的には鴨居駅から白山ハイテクパークに至る

白山プロムナードと、その周辺を花と緑でいっぱいにすることが目標です。 



 

緑化計画図 

（Ａ３） 

 



助成項目 細目 1年度目（平成27年度） 2年度目（平成28年度） 3年度目（平成29年度） 項目ごとの合計

0 0 0 0

0 4,817 4,540 9,357

①調査費 0 0 0 0

②診断書作成費 0 0 0 0

③治療費 0 0 0 0
100％以内

（上限50千円/
本）

④環境整備費 0 0 0 0
100％以内

（上限50千円/
本）

①維持・管理費 780 84 442 1306 100％以内

②広報・研修費 178 382 382 942 100％以内

③事務費 30 80 80 190
100％以内

（上限100千円/
年度）

④諸雑費 10 40 40 90
100％以内

（上限40千円/年
度）

年度ごとの合計
（注4,6,7,8）

998 5403 5484

総合計
　　11,885

（注意事項）

概算事業費（単位：千円）（注1,5）

注1：概算事業費（予定金額）は、計画の助成金と自己負担金を含めた額となります。計画がない項目や細目は、0（ゼロ）となります。

注2：民有地緑化の緑化整備等経費には、最低10%の自己負担金が必要となります。（助成金申請時に、自己負担金が用意できることが助成金交付の要件となります。）

注3：地域緑化活動の助成項目では、１年度につき1,000千円が助成金額の上限となります。

注4：民有地緑化、景観木保全、地域緑化活動の助成金の合計は１年度につき5,000千円が助成金額の上限となります。（3年度総合計の助成金額の上限は、15,000千円です。）

注5：概算事業費は、千円単位となります。（なお助成金額は、千円未満切り捨てとなり、端数は自己負担金となります。）

注6：本概算事業費の年度ごとの合計金額を上回る助成金の申請はできません。

注7：年度ごとの概算事業費を作成することとし、年度間での助成金のやりとりはできません。（年度ごとに助成事業を完了させる必要があります。）

注8：上限内での年度ごとの項目間、細目間での事業計画の見直しは、可能です。（28年度の地域緑化活動における維持管理費を増やし、その分の広報研修費を減らすなど）

・五番館緑化整備（高木補植等）
・六番館緑化整備（フェンス緑化等）
・七番館緑化整備（低木植樹等）
・プランターボックス（五番館、七番館）

①設計等経費

②緑化整備等経費
（注2）

（主な内容）

（主な内容）

①～④の合計
1,000千円以内
／年度

1～3の合計5,000千円以内／年度

（Ａ３）

・六番館緑化整備（中高木補植、擁壁緑化、
憩いの場としての植栽、花壇の設置等）
・プランターボックス（六番館、保育園）

1　民有地緑化

2　景観木保全

3　地域緑化活動
（注3）

※【参考】
助成率・助成金額の上限

100％以内

90％以内

100％以内

100％以内
（上限20千円/本）

③と④は各景観
木1本につき、
合計50千円以内
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